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新しい命を授かりました 

 支援者の皆様、いつもお祈りと尊いご支援を心より感謝します。 

 先回のお手紙にてお知らせしていましたが、私たち夫婦は新しい命を授かりました。9月 21日に、東

久留米市の病院で帝王切開手術にて 2,966 グラムの女の子が生まれました。妻の術後の予後も良好で、

赤ちゃんも順調に体重を増やしています。お祈りくださっていた皆様に感謝いたします。 

 

 子どもの名前は平仮名で「かなえ」と付けました。 

 性別が判明した夏頃から妻と二人で名前について祈り話し合ってくる中で、「（賛美を）奏でる」とい

う意味の「かなで」を妻は考えており、私はどこかに「笑い」という意味の「え」「えみ」といった音の

ニュアンスを入れたいと思っていました。二人のアイディアを折衷して「かなえ」とすると、「奏恵（恵

みを奏でる）」と「奏笑（笑いを奏でる）」のふたつの意味を持たせられます。詩篇 63篇 3節に、「あな

たの恵みは、いのちにもまさるゆえ、私のくちびるは、あなたを賛美します。」という言葉があります

が、その存在や生き方を通して、神の恵みを喜び奏でるような人になってくれたら、、、というのが名前

に込めた願いです。  
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私たち夫婦のお慕いするある先生からお祝いのお手紙から受け取っ

た、「子どもというのは神から一定期間『託された』預かりものだから、

神の前に責任と喜びをもって育てていかれるように」というメッセー

ジを胸に刻みつつ、神からの「賜物であり預かりもの」であるこの子ど

もを、夫婦で力を合わせて育てていきたいと願っています。支援者の

皆様を初めとして、多くの方々から言葉やお手紙、様々な形でお祝い

をいただきました。心より感謝申し上げます。今後もお祈りとご鞭撻

のほどを、よろしくお願い致します。 

 

体調の波と付き合いつつ、、、 

 今年の夏も、様々な場所で奉仕させていただきました。 

 安曇野ファミリーチャペル（安曇野市）、南浦和バプテスト教会（さ

いたま市）、埼京のぞみチャペル（戸田市）などの場所で、燃え尽き症

候群と鬱病の闘病体験を分かち合う機会をいただきました。自分が病気

になる前は認識していませんでしたが、想像していたよりも遙かに多く

の方々が当事者（やその介助者）としての葛藤を抱えています。皆様に

祈り支えていただき通らせて頂いた体験が、社会のニーズに還元されて

いることを神に感謝しています。 

そんな 8 月、世間がお盆休みの時期に、約半年ぶりに「うつきくん

（妻が病気に付けた名前。右の絵参照）」が「帰省」しました。突如鬱

の症状が戻ってきて、何もできず考えられなくなり、症状におびえて動揺しました。2 週間ほど寝てい

ることしかできず、「また長期の病気になったらどうしよう」という恐怖にたまらなくなりましたが、妻

が冷静でいてくれたことで助けられました。この手の病気は完治ではなくあくまで「寛解」なのだとい

うことを思い出させられました。今後も回復に気をよくして無理して予定を詰め込みすぎないように気

をつけつつ、自らに託された神からの使命を皆様と共に果たしていきたいと願っています。 

 

メッセージ「超要約」 

 今年の夏にさせていただいた教会でのメッセージを「超」要約してご紹介します。メッセージとスラ

イドは YouTube の FVI チャンネル「Voice for the Voiceless」にて視聴可能です。 

「国を愛する」 主題箇所：マタイによる福音書 28章 19-20節 

2017年 7月 16日、練馬グレースチャペル主日礼拝にて 

 かつて内村鑑三は、「2つの J」を愛すると言いました。Jesus（イエス）と、Japan（日本）です。フ

ィリピンで「公務員の汚職防止」のために 20 年にわたり働きを続けてきたヴォルテア牧師に 5 月にお

会いしましたが、彼は「フィリピンという国を愛する愛国者」でした。 

 私たち日本人も国を愛する愛国者でありたいですが、「日本スゴイ！」といった自画自賛や他国を貶

める「ヘイト」は聖書的な国の愛し方ではありません。 

 １．国のために祈る ２．勤労、納税、選挙などで市民社会の責任を果たす ３．国を弟子とする（ま

ず自分がイエス様に従うことで）という三つが、聖書が教える「国を愛する生き方」です。 
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「情報化社会における信仰者の生き方」 主題箇所：ヘブル人への手紙 12章 2節 

2017年 9月 10日、練馬グレースチャペル主日礼拝にて 

 米国のトランプ現象で注目された「フェイクニュース」や、2016 年の世界の言葉「ポスト真実（Post 

Truth）」が示すように、ネット社会は「処理能力を超える情報の氾濫のなかで、何が真実で何が嘘なの

か分からない」という状況を私たちにもたらしました。「情報の洪水」に流されないための知恵が聖書に

は記されています。１．自分を疑う「批判的思考」を身に付ける ２．共同体の存在 ３．キリストと

いう照準を持つ ４．心を神の平安で満たす ５．情報の「引き算」をする ６．良い情報を実践する 

７．毎日、短時間でも、祈り、主を思う時間を持つ というのが聖書からの普遍的な答えであり、これ

らはインターネット時代の現代にも有用な教えです。 

 

今秋～冬に予定されている企画やイベント 

●埼京のぞみチャペル 20周年記念キャンペーン（10月 22日～11月 19日） 

 8 月 31 日に埼京のぞみチャペルで行われた「戸田宣教フォーラム」

にて、包括的な宣教について分かち合う「市長のワークショップ」を行

わせていただきました。教会が霊的な伝道を行うだけでなく、地域の抱

える様々な必要に目を向けていくためのその集まりが契機となり、主

催教会のひとつだった埼京のぞみチャペルの創立 20 周年の取り組み

「愛の種まきプロジェクト」に助力させていただくこととなりました。 

 10 月 22 日の礼拝と午後のあつまりで、各々が 1 ヶ月間、毎週行っ

ていく実践のコンセプトを学び、その後の 1 ヶ月、それらの実践を教

会内で分かち合いながらそれを「見える化」し、教会が地域の中で「世

の光、地の塩」であることを自覚し、感謝する機会となるための取り組

みです。このような機会を与えられたことを主に感謝しています 

 支援者の皆様の祈りに押し出され、神の国のために貢献できるよう

準備に奔走しています。 

 

●よにでしセミナー（11月 3日～4日 於 伊勢志摩海浜センター 問い合わせは陣内まで） 

 「世にあって弟子として生きる社会人のための週末合宿」というのがこのセミナーの正式名称です。 

 「ビジネスマンのための信仰者の集まり」は数多くありますが、「世の中で働いている社会人がその仕

事自体を神の国の働きたらしめる」という切り口のセミナーや集まりは現在、日本には見つかりません。

「ないならば自分たちがやろう」ということで、今回、「日本ローザンヌ委員会」の後援をいただき、FVI

の主催でインタラクティブ（相互学習的）なセミナーを開催します。「（牧師・宣教師だけでなく）あら

ゆる職業が神の働きである」というケープタウン決意表明の理念に賛同する FVI の「包括的な働き」の

ひとつと位置づけ、セミナー構築には私の友人で小児科医の

土畠智幸氏に協力をいただきました。 

「よにでしセミナー」は一回性のイベントではなく、持続

的な「学習する共同体」のムーブメントとなっていくことを

期待しています。支援者の皆様にも祈り、（御心ならば）参加

し、応援していただけますと幸いです。 
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★告知：メルマガ「読むラジオ」、好評配信中です！★ 

このレターよりもさらに詳しく毎週活動内容を知ることが出来る無料メルマガに是非ご登録を！ 

（「陣内俊 メルマガ」で検索ください。バックナンバーブログも更新中です！） 

 

 

◇私たち夫婦が「神から託された新しい命」を育てる際、神からの知恵と力をいただけるように。 

◇この秋～冬に予定されている様々なイベントや奉仕を用いて、神が御国の働きを推進してくださるように。 

◇「陣内俊を支える会」の支援者・協力者が与えられ、働きが安定して支えられるように。 

 

 

月 日           内 容                       場所、補足 

10 月 22 日    礼拝メッセージ／午後：20 周年記念「愛の種まきプロジェクト」 埼京のぞみチャペル（戸田市） 

10 月 30 日       第八回 FVI 総会                    本郷台キリスト教会（横浜市） 

11月3～4日      よにでしセミナー                     伊勢志摩海浜センター（三重県） 

11 月 5 日        礼拝メッセージ                       ICBC（愛知県蒲郡市） 

11 月 18 日        20 周年記念「愛の種まきプロジェクト」           埼京のぞみチャペル（戸田市） 

11 月 21 日        CGNTV 番組収録                   久遠キリスト教会（杉並区） 

12 月 6 日        チャペルタイムでのメッセージ             万座温泉ホテル（群馬県） 

随時継続的に       FVI の各種活動                       国内各地 

 

 

〒443－0013 愛知県蒲郡市大塚町伊賀久保 100-2 国際クリスチャンバプテスト教会内 「陣内俊を支える会」 

久米川 090-5607-7389 

陣内への Email shun@karashi.net  ブログ URL：http://ameblo.jp/shunjinnai-kingdomcome/ 

 

 

 私の活動は、支援者の皆様の善意の支援献金によって支えられています。経済的支援をもってご協力くだ

さる方は、お手数ですが以下のいずれかの方法で口座にお振込ください。ご支援を心より感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

＊振込用紙をご入り用の方、ゆうちょ口座からの自動引き落としを利用されたい方はお知らせください。 

＊振込用紙（赤色・手数料当方負担）を同封いたしますが、振込用紙は決してご支援を催促するものではあ

りません。お振込くださるときにご利用ください。（毎月ご利用の方のために複数枚同封しています。） 

＊Prayer Letterの購読、自動引き落としを停止されたい方、またはお届け先の住所に変更がある方は、お

手数ですが、上記連絡先のいずれかにご連絡ください。 

祈りの課題 

10～12月のスケジュール 

連 絡 先 

支援のための献金方法 

■ゆうちょ銀行口座番号 12110-91889141 名義：「陣内俊を支える会」 

■他行からの振込    店名（店番）：〇八九（ゼロハチキュウ）（089）預金種目：当座 

口座番号：0142825 「陣内俊を支える会」 

■郵貯振替口座番号   00830-1-142825 名義：「陣内俊を支える会」 

（同封の振込用紙がご利用いただけます。） 

 

 

 


